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　今日は。皆様方におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。日

頃サークル連絡協議会の運営には、特段のご理解とご協力を賜り心からお礼を申

し上げます。

　さて、北部サークル連絡協議会では、会員の健康増進と会員相互の親睦を深めることを目的に、

「レクのつどい」を開催しております。輪投げ、フロアカーリングといったゲーム性のある競技

を通して体を動かし、福祉施設関係者の方をお招きして健康に関する実技の伴った講演をいただ

き、健康増進についての知識を深めるなどの活動を行っております。

　今年の８月２９日に実施された「レクのつどい」では、フォークダンスや紙飛行機飛ばし、紐

とテニスボールを用いたゲームを行い、高齢者も若い人も関係なく参加することのできる内容で、

会員同士楽しみながら活動しました。コロナ禍において活動が制限されることも多々ありますが、

その制限の中でサークルの皆様が存分に楽しみながら体を動かし、親睦を深めることができるよ

うな機会を設けられるよう、創意工夫して取り組んで参ります。

　今後も皆様が楽しくよりよい活動が出来るように、当協議会一丸となって取り組んで参ります

ので、よろしくご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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金足地区振興会
副会長　　藤　原　正　三

～北部地域～　　　　　　　　　　　　

ぐるっとまち歩き

　　第５回  金足

JA秋田なまはげ農業倉庫（左）と市北部地
区カントリーエレベーター（右）

鳰崎から高岡にかけて圃場整備の現場
（左奥が小泉潟公園、高岡側から撮影）

谷口重光氏の工房「天然手成瞠」

金
足
神
社

完成した小泉潟揚水機棟
　金足農業高校から県立博物館へと向かい、小泉潟男潟を廻ると

完成したばかりの揚水機棟があります。道を挟んで向かいが金足

地区コミセン、ここで道が分かれ、北へ向かうと大清水、東へ向

かうと高岡の町内となります。高岡への道路沿いの田んぼには重

機が数多く置かれています。休日に訪れたため稼働していません

が、今年一年田んぼの作付けを休み、大規模な圃場整備をしてい

ます。先行して行われた西部地区（下刈・小泉）では工事が終

わっており、大規模区画の田んぼでは稲と大豆が植えられ順調に

生育しています。

　高岡町内を通過する県道41号を横断、市道を福田町内へ向かう

と間もなく、山側に常福寺を見て金足神社に着きます。石段を上

ると草木に覆われた鳥居と社殿が鎮座しています。神社で手を合

わせてから南下。待入堤（市指定文化財）の土手を左に見て、河

川改修が終了した馬踏川の新福田橋を通過、福田町内を抜けると

県道沿いの田んぼ脇に「天然手成瞠」の看板を見つけました。今

夏の県展工芸部門で特賞に浴した谷口重光氏の工房です。さら

に高速道路下を黒川方面へ歩くと、ここも田んぼの整備工事中で

す。踵を返して下新城方面を見ると、JA秋田なまはげの農業倉庫

と秋田市北部地区カントリーエレベーターが圧倒的な存在感を示

しています。

　ここへ来て農業協同組合の変遷を思い浮かべます。追分農協は

合併を何度か繰り返してきましたが、農協の前身、産業組合が発

足したのが大正13年です。「金足村の知らせ」（第８号・大正13

年４月）は次のように報じています。

　かねて企てられていた有限責任追分信用購買販売組合の創立総

会は３月１日午前11時より、金足神社にて開かれた。出席者540

名、内委任状出席104名を差引き436名が集ったのだから、さしも

広き社殿も綻びそうであった。三井下新城村長議長となり、奈良

追分農倉専務理事説明者となり左の案件を満場異議なく議決し

た。

　社殿に参集した人々の熱気が伝わります。産業組合創立後、農

業倉庫と籾貯蔵倉庫が追分駅前に建てられました。国鉄

追分駅の開業（明治35年）、船川線開通（大正２年）、

金農創立（昭和３年）に続く倉庫建設は追分に賑わいを

もたらしました。昭和10年頃、追分駅前の斎藤旅館２階

から写した写真から当時がしのばれます。平成、令和と

時代が変わり、此処は秋田なまはげ農協追分支店と歯

科医院、JA葬祭センターになっています。倉庫所在地の

変遷から地域社会の歴史を知り、大きな社会のうねりに

人々がどう立ち向かってきたのか、未来を生きるための

示唆があるような気がします。
昭和10年頃の農業倉庫（左）と籾貯蔵倉庫（右端）
追分駅前斎藤旅館２階より写す


